
【評　価】

◎ 計画以上に進められている

〇 計画どおりに進められている

△ 計画より遅れている

× 進んでいない

ー 目標に該当しない

事業名 内　容 実　績
重点事
業

社会教育課 まちづくり出前講座
自治会が主体となり学習
会・研修会を実施し、効果
的な情報交換を行う

全６３の講座を準備
延べ５７回開催
延べ１，４６０人受講

ー ー ー ー
申込講座に偏りがある。メ
ニュー数の精査必要。

社会福祉協議会 学習会・座談会
社会福祉委員（区長）、民
生委員に呼びかけ、学集
会・座談会を実施する。

地域支え合いマップ作成時
に併催
2回（中和田東部、上駄子
町）

ー △

地域支え合いマップづくり
に併せて実施したが、目標
（新規3集落）に届いてい
ない。

△

地域支え合いマップづくり
に併せて実施したが、目標
（新規3集落）に届いてい
ない。

△

地域支え合いマップづくり
に併せて実施したが、目標
（新規3集落）に届いてい
ない。

自治会への周知を徹底する必
要がある。

まちづくり出前講座
地域でつながり、支えあう
体制づくりの推進を目的と
した講座を実施

0回 ー × 一度も実施できなかった。 △

社会福祉協議会と連携し
た、学習会や座談会の実施
に向けた調整ができていな
い

△

社会福祉協議会と連携し
た、学習会や座談会の実施
に向けた調整ができていな
い

社会福祉協議会と連携し学集
会や座談会を開催できるよう
に地域に働きかける

民生委員・児童委員
活動支援

・区長との懇談会
地区の区長との懇談会にお
いて民生委員・児童委員の
活動について説明を行い、
地域とのつながりをつくる

4地区で開催 ー ー △

６地区全ての開催に至って
いない。また、年に１度の
顔合わせのため、密な連携
がとられていない

△
地区公民館と連携した積極
的な民生委員・児童委員活
動の推進が必要

社会教育課、地区公民館との
連携

広報たかはた・高畠
町ＨＰ掲載

令和元年12月より2か月ご
とに広報たかはたに地域福
祉計画通信を掲載。同内容
を町HPに掲載。

2回
・12月（第4次地域福祉計
画・地域福祉活動計画を策
定しました）
・2月（地域福祉通信第1
回「福祉教育」糠野目小学
校

〇 〇

広報やHPで身近な福祉情
報を掲載することで、「福
祉」への関心を持つきっか
けづくりとなっている

ー 〇
定期的に掲載し、意識の啓
発につながっている

若い世代への情報発信の強化

地域福祉シンポジウ
ム

シンポジウムを通して、身
近にある福祉課題や情報を
広く周知する
・基調講演
・パネルディスカッション

参加人数　70名 〇 〇
福祉課題と活動事例の周知
により、課題に目を向けら
れる意識の醸成が図られた

△

実践者の活動事例の紹介に
終わってしまい、実践者同
士の新たなつながりを作る
ことができなかった

〇
シンポジウムを通じて身近
な活動事例を紹介するしく
みができた

若い世代、子育て世帯の参加

立教大学交流連続講
座

第1回：高畠流の福祉のま
ちづくり
第2回：地域で避難所のあ
り方を考える

第１回　70名
（地域福祉シンポジウムと
兼ねて実施）
第２回　37名

ー 〇
定期的に開催することで、
様々な立場の人に周知でき
ている

△
参加者への意識付けはでき
ているが地域内のつながり
には発展できていない

〇
定期的に開催することで周
知するしくみができている

若い世代、子育て世帯の参加

社会教育課
自治公民館活動研究
集会

自治公民館連絡協議会主催
事業（講演会の開催）

自治公民館関係者
９２人出席 〇 ー 〇

自治公民館間の情報交換が
図られた ー

毎年開催することで、組織
内の役員に周知できている

単年度で役員が入れ替わる

地域支え合いマップづくり
に取り組む集落への助成

新規30,000円：1集落
更新10,000円：1集落 ー ー △

目標（新規3集落）に届い
ていない。 △

目標（新規3集落）に届い
ていない

各自治会への周知を徹底する
必要がある。

レクリエーション用具貸出
し

234件 ー ー 〇
貸出しを行い、自治会を支
援した。 〇

貸出しを行い、自治会を支
援した。

地域づくり総合交付
金

自治会活動の支援を実施

自治公民館活動：95館
河川清掃推奨：1回79区
会、2回49区会
ごみ収集施設設置補助：4
区会
消火栓ﾎﾞｯｸｽ設置補助：7
区会

ー ー 〇
自治活動を主体とした地域
づくりを通じて、地域のつ
ながりに結びついている。

〇

地域集落活動に対する財政
的支援により、地域活性化
へのしくみが構築されてい
る。

交付対象事業について、更な
る検討が必要。

コミュニティ助成事
業

町民の行う自主的なコミュ
ニティ活動を推進するた
め、コミュニティセンター
等の備品の整備を支援

高畠地区区長会と荒町一区
コミュニティ活動備品を整
備

ー ー 〇

地域コミュニティの各種備
品整備を通し、地域のつな
がりの支援につながってい
る。

〇
地域コミュニティを支援す
ることで、地域活性化のし
くみが構築されている。

第４次高畠町地域福祉計画・高畠町地域福祉活動計画における施策の取組状況

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

１．人と
人がふれ
あう福祉
コミュニ
ティづく
りの推進

基本計画 施策 施策の方向 担　当

福祉こども課

社会福祉協議会

企画財政課

地域住民自
らが進める
コミュニ
ティ活動の
活性化と支
援

(２)

課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

地域福祉活動に取り
組む自治会への支援

地域の困り
ごとに気づ
き、話し合
うための
きっかけづ
くり

(１) ①集落や隣
組での困り
ごとの共有
化

①地域住民
自ら進める
地区づくり
活動の推進
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

（再掲）
まちづくり出前講座

１（１）① ー ー ー ー ー

（再掲）
地域福祉シンポジウ
ム

１（１）① ー ー ー ー ー

（再掲）
立教大学交流連続講
座

１（１）① ー ー ー ー ー

社会教育課
自治公民館施設整備
補助金

自治公民館の新増築・改修
に係る経費の補助

施設改修補助（御入水・下
町） ー ー ー ー 補助対象経費の検討

企画財政課
輝き誇れるまちづく
り支援事業

町民団体等の創意工夫によ
る特色あるまちづくりを支
援

町サッカー競技協会主催の
ウォーキングサッカーを知
る講演会（R2.2.11生涯学
習館)事業の補助

ー 〇

年齢や障がいの有無に関係
なくプレーできる「ウォー
キングサッカー」を知るこ
とで多様多種な生き方の共
有を図ることができた。

ー ー

社会福祉協議会
地区サロン・小地域
サロンの活動支援と
立上支援

サロン活動への助成、サロ
ン懇談会の開催、生活支援
体制整備事業と連携したサ
ロンの立上支援

小地域サロン団体懇談会：
6/18開催
地区サロン団体懇談会：
8/22開催
小地域サロンへの活動費助
成：56団体
地区サロンへの活動費助
成：5団体
生活支援体制整備事業　生
活支援コーディネーター打
合せへの参加：毎月1回

ー 〇

目標通り各懇談会の開催、
各サロンへの助成を行い、
地域住民自らが支え合う活
動を支援することができ
た、

〇

目標通り各懇談会の開催、
各サロンへの助成を行い、
地域でのつながりづくり、
およびその継続を支援する
ことができた。

ー

社会教育課
運動会・レクリエー
ション大会

レクリエーション活動等で
世代間の交流を図る

９月１日一斉開催 ー 〇
中心的な役割を担う人材の
発掘に至っている 〇

地域内、集落内でのつなが
りができている ー 多様な交流事業への拡大

熱中小学校プロジェ
クト支援事業

廃校となった旧時沢小学校
舎を利活用し、大人の社会
塾事業、サテライトオフィ
ス事業を行い、都市との交
流や世代間の交流による地
域活性化を目指すもの

大人の社会塾事業参加者
（延べ）1,600人
熱中小学校イベント参加者
（延べ）860人
視察　13団体　132人
その他利用者　242人
　合計　2,834人

ー ー 〇

熱中小学校の授業の中で生
徒と地元住民との交流が図
られ、つながりができてい
る。

ー

未来まちづくりカ
フェ実践編

町民と町職員がともに地域
のことを考えアイデアを実
践するための協働ワーク
ショップの開催

まちづくりカフェ６回開
催。延べ112名参加 ー 〇

様々な世代が未来のまちづ
くりの課題を共有し取り組
みを実践することで人財育
成が行えた

〇

未来のまちづくりの課題を
様々な世代で検討すること
でつながりをもつことがで
きた

ー

社会福祉協議会
町老人クラブ連合会
活動支援

会計業務を担当すると共
に、事業の企画・実施に参
加した。

ねほだれ大会30周年記念
大会
昭和の遊び塾（年3回開
催）

ー ー 〇
各事業を開催することによ
り、世代間の交流を推進す
ることができた。

ー

人権相談
男女差別・いじめ・プライ
バシー侵害等の相談

月2回（年24回） ー ー ー ー

行政相談
公共機関に対する苦情・要
望

月2回（年24回） ー ー ー ー

社会福祉協議会
地域支え合い（防災
福祉）マップづくり
支援

見守りネットワーク推進員
と共に集落での地域支え合
いマップづくりに取り組ん
だ。

新規作成：中和田東部
更新活動：上駄子町 〇 △

目標（新規3集落）に届い
ていない。 △

目標（新規3集落）に届い
ていない。 △

目標（新規3集落）に届い
ていない

各自治会への周知を徹底する
必要がある。

健康長寿課 総合相談事業
老人福祉相談員による高齢
者のみ世帯等の訪問

通年
・訪問件数　3,055回 ー 〇

定例会、研修会により見守
り活動の強化が出来てい
る。

〇
相談員と民生委員児童委員
や関係機関とのつながりが
できている。

ー

高齢者に関しての見守りや困
りごとの相談体制は整ってい
るが、高齢化率の上昇に伴い
高齢者のみ世帯等が増加し、
広く訪問できていない。

地域の見守
り支え合う
しくみづく
り

(３)

福祉こども課

企画財政課

生活環境課

②集落や隣
組を単位と
した小地域
活動の推進

③世代間交
流の推進

①困りごと
を把握する
しくみづく
り
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

福祉こども課
民生委員・児童委員
活動支援

月1回行われる月例会にお
いて、地域の困りごとを聞
くための情報交換の時間を
設定している。

月1回（年12回） ー 〇
民生委員児童委員同士が情
報共有することで、課題に
気付く力は向上している

〇

民生委員児童委員と関係機
関や要援護者とのつながり
はできているが、広く地域
とのつながりは構築できて
いない

〇

民生委員・児童委員の訪問
強化週間などを設定し、地
域に民生委員・児童委員の
活動を周知し、困りごとを
把握できるしくみの構築が
必要

高齢者に関しての見守りや困
りごとの相談体制は整ってい
るが、一般世帯への民生委員･
児童委員の認知度が低く、広
く困りごとを拾えていない

社会教育課
地区学校協働活動推
進協議会

登下校の子ども見守り
高畠小学校区、
延べ５，１７８人 ー ー ー ー 地域との連携強化

除排雪のしくみづく
り支援

定期的な見守りの中で除排
雪活動を実施した自治会に
助成。

助成：1集落（小其塚） ー △

記録的小雪であった事もあ
り、取組む自治会が少な
く、目標（新規3集落）に
届いていない。

△

記録的小雪であった事もあ
り、取組む自治会が少な
く、目標（新規3集落）に
届いていない。

△

記録的小雪であった事もあ
り、取組む自治会が少な
く、目標（新規3集落）に
届いていない。

各自治会への周知を徹底する
必要がある。

なじょしった運動の
推進

要支援者を地域住民で見守
る活動として提唱する。

助成：3団体（つくしんぼ
の会、ふれあい、ドリー
ム）

ー ー 〇
要支援者と見守りをできる
人とのつながりが継続でき
ている。

〇
要支援者を見守るしくみが
継続できている。

より地域のニーズに沿った活
動にできるよう、調査研究を
行っていく。

小地域見守りネット
ワークの構築

福祉サービス利用援助事業
の利用者に対し、見守りを
行う。

民生委員や老人福祉相談員
への声がけを行い、見守り
を行った。

ー ー 〇
地域住民とのつながりが構
築されている。 〇

見守りのしくみが構築され
ている。

個別支援ケースから、地域で
見守るしくみをより充実させ
ていく必要がある。

CSWの配置検討
個別支援と共に地域支援を
担う専門職の配置

情報収集、事例研究を行っ
た。 ー ー ー △

地域支援を担う専門職の配
置について、情報収集、事
例研究を行った。

研究を進めていくとともに、
財源を含め所管課と協議を進
める必要がある。

生活環境課 （再掲）人権相談 １（３）① ー ー ー ー ー

社会福祉協議会 友愛訪問活動の推進
民生委員・ボランティア等
による孤立防止活動

民生委員への調査依頼：
10月
花配布：10/17～18
対象者：376名

ー ー 〇
単身高齢者とボランティア
とのつながりを持つことが
できている。

〇
孤立防止のための活動のし
くみが確立されている。

福祉こども課
民生委員・児童委員
活動

民生委員・児童委員、主任
児童委員の見守り活動

通年
・訪問回数　7,868回 ー 〇

研修などを実施し見守り活
動の強化を図ることができ
ている

△

高齢者などの要援護者との
つながりはできているが、
広く地域の人とつながるま
でには至っていない

△

区長との懇談会などを実施
し、地域とつながり孤立防
止に努めているが、さらに
広く地域とつながるしくみ
が必要

地域との連携強化

（再掲）
広報たかはた・高畠
町HP掲載

１（１）① ー ー ー ー ー

地区の区長との懇談会にお
いて民生委員・児童委員の
活動について説明を行い、
地域とのつながりをつくる

4地区で開催 ー ー △

６地区全ての開催に至って
いない。また、年に１度の
顔合わせのため、密な連携
がとられていない

△
地区公民館と連携した積極
的な民生委員・児童委員活
動の推進が必要

社会教育課、地区公民館との
連携

相談支援のための研修会、
学習会の開催
各種研修会への参加

・東置賜郡民生委員児童委
員全員対象研修への参加
・宿泊研修
・学校、児童施設訪問
・認知症や障がい者につい
ての学習会

ー 〇
民生委員・児童委員の資質
向上に繋がっている ー ー

健康長寿課
老人福祉相談員定例
会、研修会

月１回行われる定例会・研
修会において、地域の困り
ごとを聞くための情報交換
の時間を設定している。

定例会及び研修会開催12
回 ー 〇

相談員同士が情報共有する
ことで、課題に気付く力は
向上している。

〇
相談員と民生委員児童委員
や関係機関とのつながりが
できている。

ー

高齢者に関しての見守りや困
りごとの相談体制は整ってい
るが、高齢化率の上昇に伴い
高齢者のみ世帯等が増加し、
広く訪問できていない。

ボランティアセン
ターの運営

老人福祉センター内に併設
登録者：1,794名（59団体
1,781名、個人13名） ー ◎

目標（登録者1,770名）を
上回った。 ◎

懇談会を開催することで、
団体どうしのつながる機会
を設けた。

◎
目標（登録者1,770名）を
上回った。

町民総ボランティア
運動の推進

清拭布を贈る運動、花いっ
ぱい運動

清拭布等受贈実績：7,210
枚
花いっぱい運動植栽本数：
4,490本

ー 〇
多くの住民がボランティア
活動に参画できている。 ー 〇

多くの住民がボランティア
活動に参画するためのしく
みが継続されている。

高校生ボランティア「地球」
の清拭布寄贈など新たな取り
組みも見られ、今後も拡大し
ていくように働きかける。

社会教育課
ボランティアサーク
ル「地球」

高校生ボランティアによる
各種事業への協力

会員数８３人
活動日数６２日
活動延べ人数２４４人

ー 〇
定期的に開催することで、
組織内の会員に周知できて
いる

〇
定期的に開催することで、
組織内の会員に周知できて
いる

〇
定期的に開催することで、
組織内の会員に周知できて
いる

安易なイベント補助役員で
あってはならない

福祉こども課
民生委員・児童委員
活動支援

社会福祉協議会

社会福祉協議会

２．
地域支え
合いの充
実

②ボラン
ティアやＮ
ＰＯ活動の
拡大

③担い手と
なる人材の
発掘とリー
ダーの育成

(１) 地域福祉の
担い手の育
成・強化

②誰もが関
わり合う見
守りネット
ワークの構
築

③孤立しな
いためのし
くみづくり

①民生委
員・児童委
員や高齢
者、障がい
者相談員な
ど相談支援
活動の周知
と普及
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

商工観光課
東置賜シルバー人材
センター事業

新規会員募集、刈払い機講
習会、剪定講習会、高齢者
安全運転講習会の実施

会員数303人、受注件数
1,531件 ー 〇

NCVケーブルテレビを利用
した新規会員募集、各種講
習会を実施し、作業着出を
安全に作業することができ
た。

〇
各事業所からの受託事業を
増やすため、事業所へ訪問
活動を実施

ー 新規受託事業所の開拓

ボランティア活動推
進事業

ボランティアスクール、ボ
ランティア団体懇談会の開
催

ボランティアスクール：
10/18
ボランティア団体懇談会：
8/22

ー 〇
ボランティアを担う人材の
養成を行った。 〇

各ボランティア団体間のつ
ながりを持ち、情報交換を
行った。

〇
各ボランティア団体へ活動
助成を行い、ボランティア
を推進する

小地域見守りネット
ワークの担い手養成

孤立するケース等に対応す
る担い手の養成

傾聴ボランティア活動調
整：1件 ー △ 新たな担い手の養成なし。 ー ー

ケースによって。近隣住民な
ど見守りができる担い手の発
掘・育成の必要がある。

④募金や寄
付から始め
る支え合う
意識の醸成

社会福祉協議会
社協会費、善意銀
行、共同募金への理
解促進

広報、HP、学集会等を活
用し、募金の使途や事業効
果を説明

広報：年4回発行
HP：随時更新
学集会：2回

ー 〇
町民に社協会費、善意銀
行、共同募金への理解を促
進した。

ー ー

より多くの町民に理解しても
らえるように、さらなる情報
発信を行っていく必要があ
る。

社会福祉協議会活動
の情報発信

社会福祉委員委嘱式、区長
懇談会、町防災セミナー等
で社協活動の理解を求め
る。

社会福祉委員（区長）：
122名
区長懇談会：3回（高畠、
屋代、糠野目）

ー 〇
区長に対して情報発信を
し、各自治会住民の理解を
促進した。

ー ー

より多くの町民に理解しても
らえるように、さらなる情報
発信を行っていく必要があ
る。

地域福祉活動の発信
強化

広報、HP、学集会等を活
用した情報発信

広報：年4回発行
HP：随時更新
学集会：2回
懇談会・セミナー等：6回

ー 〇
町民に地域福祉活動への理
解を推進した。 ー ー

より多くの町民に理解しても
らえるように、さらなる情報
発信を行っていく必要があ
る。

福祉こども課
（再掲）
広報たかはた・
高畠町HP掲載

１（１）① ー ー ー ー ー

②多様な活
動団体の設
立の支援

社会教育課 （実施なし） ー ×
支援相談に応じているが設
立に至っていない ー ー ニーズ調査が必要

社会福祉協議会
小地域見守りネット
ワークと連携した困
難ケースへの対応

孤立するケース等に対応す
る活動のしくみづくり

福祉サービス利用援助事業
の利用者に対し、民生委員
や老人福祉相談員への声が
けをし、見守りを行った。

ー ー 〇
地域住民とのつながりが構
築されている。 〇

見守りのしくみが構築され
ている。

健康長寿課
生活支援コーディ
ネーター活動

生活支援コーディネーター
による高齢者サロン等の立
上げ支援

新規立上支援
高齢者サロン11カ所
百歳体操　18カ所

ー 〇
週1回打合せを行い事業推
進についての情報共有が出
来ている。

〇
各地区区長や公民館、高齢
者団体等とのネットワーク
ができている。

△
除雪などのボランティアの
仕組みが一部で来ているが
全体として出来ていない。

高齢者サロン等の立上げに加
え、ボランティア仕組みづく
りが進んでいない。

④担い手と
して企業が
参加できる
体制づくり

社会福祉協議会
企業向けCSR活動や
ボランティア活動の
提案

企業向けパンフレット等の
作成と提案

CSR活動に関する情報収集
を行った。 ー ー ー 〇

CSR活動に関する情報収集
を行った。

パンフレットの作成など、具
体的に事業を展開していく必
要がある。

社会教育課 地区づくり計画

第四期地区づくり計画に基
づく各地区の取り組みを実
施するため地区づくり事業
を推進

地区づくり計画の具現化に
向け地域の特色を活かした
事業の展開

〇 〇
地域課題と事業実施の周知
により、課題に目を向けら
れる意識の醸成が図られた

〇
公民館運営委員会と地域の
新たなつながりをつくるこ
とができた

〇
活動事例は公民館だよりで
紹介するしくみができた

第四期地区づくり計画の進捗
状況の把握と評価が必要

社会福祉協議会
自治会公民館遊具整
備助成

児童の遊び場確保・世代交
流を目的とする遊具購入に
対して助成

実績なし ー ー ー 〇
助成するための案内を行っ
た。助成実績なし。

一般介護予防事業 地域の茶の間の設置 R2.3.31現在 　４カ所 ー 〇

各茶の間、それぞれに工夫
を凝らして実施している
が、相談に応じたり情報提
供を行い継続していけるよ
う支援している。

〇
茶の間の数は増やせなかっ
たが、既存の茶の間の会員
が増えている。

△ 屋代と亀岡が未設置

未設置の地区は担い手が中々
探せずにいる。一人が全てを
背負うのではなく、複数の担
い手が役割を分担できる仕組
みを提案していきたい。

一般介護予防事業 高齢者サロンの設置 R2.3.31現在 ６６カ所 〇 ◎

設置数は順調に伸びてい
る。既存サロンの相談にも
応じ、継続してもらえるよ
う支援している

〇

新興住宅地や転入してきた
人、対象の年齢になってき
た人等新規会員の募集法に
ついても支援いている。

〇
未設置の集落についても設
置に向けて働きかけてい
る。

数あるサロンの中には役員の
世代交代が上手くいかないと
ころや新規会員の募集に苦労
しているところが見受けられ
る。新規開拓はもとより、既
存サロンの支援もしていきた
い。

社会福祉協議会

社会福祉協議会

健康長寿課

①地域福祉
活動の情報
発信の強化

③ボラン
ティアやＮ
ＰＯ等と連
携した困り
ごと解決の
しくみづく
り

ダーの育成

①地域住民
が集う居場
所づくり

地域住民の
拠点づくり

(３)

地域福祉の
担い手が活
躍できるし
くみづくり

(２)
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

社会福祉協議会 趣味サークル支援
閉じこもりを防ぎ仲間づく
りのための支援

趣味の講座受講者の組織化
を促した。 ー ー 〇

閉じこもりを防ぎ仲間づく
りのための支援を促した。 〇

閉じこもりを防ぎ仲間づく
りのための支援を促した。

実際に組織化できるように支
援していく。

福祉こども課
ゲートキーパー養成
講座

自殺対策を支える人材とし
て、話を聴いて、見守りか
ら支援につなぐ役割を担う
人材の養成

①民生・児童委員対象
71名
②町職員　200名
（63.7％）

ー 〇 計画通り実施できた。 ー 〇
自殺予防に係る支え仕組み
に

計画に沿って進めていく。

生きがいと健康づく
り事業

高齢者趣味の講座の開催、
単身高齢者のつどい

高畠石の置物づくり講座
（4回）、切り絵講座（2
回）：参加者延35名
人生いきいき交流会（1
回）：参加者29名、ス
タッフ他65名、総計65名

ー ー 〇
高齢者どうしのつながりを
持つことができた。 〇

高齢者が生きがいを持つた
めのきっかけづくりとして
の取組みが継続できてい
る。

講座や交流会などが実施でき
ない場合、訪問活動等を通し
て高齢者とのつながりを保っ
ていく必要がある。

世代交流事業 ねほだれ大会の開催

2/23開催：参加者19団
体、個人129名、実行委員
等60名、観客503名、総計
692名

ー ー ー 〇
世代間交流のための事業の
開催が継続できている。

心の健康づくり講演
会

自らのこころの健康に関し
知識を得るための講演会

一般町民　20名（男性） ー 〇

自殺対策の課題（男性の自
殺死亡率が高い）に対応し
男性をターゲットとして開
催した。

ー ー

自殺対策では、「勤務・経営
者」への支援を重点施策とし
ている。働き盛りの年齢層に
対するアプロ―チが課題。

SOS出し方研修
児童生徒のSOS出し方につ
いての、必要性や支援の仕
方について研修

小中学校教職員　22名 〇 〇

児童生徒対象とする前の段
階として、教職員に対して
基本的な知識の習得と理解
を得ることにつながった。

ー ー
児童生徒を対象とした事業に
ついて詳細な検討が必要

社会教育課 高齢者講座の開催

社会情勢の変化に対処し健
康で生きがいのある生活が
送れるように講座を実施す
る

髙_まほろば講座、二_大社
大学、屋_文殊の集い、和_
寿大学、糠_まつかわ講座

ー ー 〇
事業実施運営委員会と地域
の新たなつながりを作るこ
とができた

〇
活動事例は公民館だよりで
小赤井するしくみができた

講座の周知と、直接地域へ働
きかけが必要

健康運動サポーター
活動

・地区公民館と連携した定
例体操教室を開催する。
・各種団体からの要請に応
じ運動指導等を行う。

・地区体操教室
　135回　参加延1568人
・サロン、老ク他
　 65回　参加延908人

ー 〇
・活動期間も15年以上と
なり経験を重ね充実してき
ている。

〇

・公民館と連携した活動が
できている。
・地域住民の認知度も上
がっている。

〇
・地区毎に安定した活動が
展開されている。

概ね隔年で養成しているが目
標人数に達していない。

食生活改善推進員活
動

・食生活改善推進員が調理
実習を通して食の健康に関
する普及啓発活動を行う。

・食改の料理教室　2回
・親子料理教室　1回
・男性の料理教室　1回

ー 〇
それぞれの地域で地道に活
動しており周知が図られて
いる。

〇
公民館と連携した活動がで
きている。 〇

長年活動を継続しており、
地区の特色を活かした活動
ができている。

構成年齢が高く若い年代の加
入者が少ない。亀岡・屋代に
地区食改がない。

農林振興課
食育・地産地消推進
事業/食育ミニ講座

子育て世代を対象として、
伝統食材の「干し物」につ
いて食材とレシピの紹介、
調理のデモンストレーショ
ン、試食を行った。

２月２３日（日）
講座５回分開催
親子１９組５９名参加
(大人２２名、３７名)

〇 〇

伝統食材に対する子育て世
代の興味関心を引き出し、
家庭のなかで伝統食材を活
用する機会の創出につな
がっている。

〇

講座運営を日頃から町内の
諸団体において食育・地産
地消推進に尽力されている
方７名に協力いただいたこ
とで、推進側のネットワー
ク構築に寄与した。

ー

開催会場をもっくるとしたこ
とで、当日参加の呼びかけも
円滑におこなえたことから、
継続実施に向けた企画づくり
が課題とされる。

出前講座の開催
住民の健康の維持増進のた
め、当院医師による出前講
座を開催した。

５回開催
延べ参加人数１１２名 ー 〇

令和元年度は回数が昨年度
より１回少ない開催となっ
たが、例年５～７回開催し
ている。

ー ー
新型コロナウイルス感染症の
ため、開催依頼がなくなって
いる。

糖尿病教室の開催

糖尿病患者および地域住民
の糖尿病予備軍に対しての
重症化予防のための院内活
動

１５回開催
延べ参加人数１７４名 〇 〇

令和元年度は回数が２回少
ないこともあり参加人数が
減少したが、活動が浸透
し、参加人数が年々増加し
ている。

ー ー

新型コロナウイルス感染症の
ため、開催が見送られてい
る。また、若い世代の参加が
課題。

社会福祉協議会
老人福祉センターの
運営

生きがいと健康づくり事業

センター利用者：3,239名
（有料296名、無料2,943
名）
※生活相談利用者は別記

ー ー ー 〇
生きがいと健康づくりを実
施した。

②心の健康
を保つため
の支援

①悩みを抱
える人を支
えるための
支援

社会福祉協議会

福祉こども課

健康長寿課

高畠病院

心の健康づ
くり推進

(１)３．
いつまで
も健やか
で心豊か
に生活で
きる環境
づくり

①各年代に
応じた健康
づくりの推
進

健康を支え
る地域づく
り

(２)
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

社会教育課
（再掲）地区学校協
働活動推進協議会

１（３）② ー ー ー ー ー 地域との連携強化

放課後児童健全育成
事業（放課後児童ク
ラブ）

留守家庭の児童に対する放
課後の生活の場を確保

町内7箇所で運営。
３３７名分を確保。 〇 ー

保育の質を高めるため指導
員向け研修会への情報提供
を随時実施。

ー ー
みんなのクラブ構築により
定員増を図った。

利用者の増による受入れス
ペースの問題や、運営体制の
脆弱化及び施設の老朽化の改
善が必要。

（子育て支援セン
ター）
育児相談

育児についての相談を受
け、必要に応じて専門機関
との連携を図り対応する。

開館時間内受付　138件 ー 〇

親子が楽しめる内容で喜ん
でもらっているが、子育て
中の両親や祖父母にさらに
情報を発信していいきた
い。

〇
相談の内容についてはげん
き館や専門機関との連携を
図る体制ができるている。

△
利用者支援事業の活動が明
確でない。

地域の保育資源情報提供、地
域の保育資源との連携・協力
体制の確立に努める。

子育て世代包括支援
センターの設置

妊娠期から子育て期まで切
れ目のない相談支援サービ
スを提供する。

・妊婦相談延人数100人
・産婦、育児相談延人数
　　365人

〇 ー ー ー

産前産後サポート事
業

家族や地域における孤立感
の解消と子育てに関する支
援を行う。

・各種事業参加延人数
　　335人 ー ー ー ー

新生児・産婦訪問事
業

産後打つ等の早期発見及び
育児不安の解消と母子保健
の向上を図る。

・訪問実人数114人 ー ー ー ー

社会教育課
放課後子どもプラン
推進事業

地域の参画を得て小学生の
活動場所（居場所）を確保
するとともに多様な体験を
提供する

髙_かいほう塾、二_あそび
塾、屋_やしろ自由楽校、
亀_かめともクラブ、和_な
ごみんひろば、糠_かっぱ
クラブ

〇 〇
定期的に開催することで、
様々な立場の人に周知でき
ている。

〇
参加者への意識付けはでき
ており地域内のつながりも
できている

〇
定期的に開催することで周
知するしくみができている

活動を支援する人材発掘が急
務

教育総務課 幼小中連携推進事業
幼小中連携コーディネー
ター配置

幼小中連携校ーディネー
ターによる幼児施設・学校
訪問、臨床心理士による巡
回相談

〇 〇
情報を共有し幼小中の切れ
目のない支援を行っている ー ー

自治会管理の児童遊
園地補修・整備費助
成

自治会管理の児童遊園地の
補修、整備費として助成

相談・問合せ：2自治会、
申請：なし ー ー ー 〇

助成するための案内を行っ
た。助成実績なし。

遊び場の点検・環境
整備の推進と活動費
助成

自治会管理の遊園地の環境
整備活動に助成

助成：1自治会（西本町） ー ー ー 〇
児童の健全育成、事故防
止、コミュニティ力を高め
るための支援を行った。

（子育て支援セン
ター）
みんなの広場

設定活動において、子ども
と親が一緒に活動すること
で、遊ぶ楽しさを伝える。

月2回　参加人数614人 ー 〇
子育ての楽しさや大変さを
共有し、支援をしていく体
制になっている。

〇

予約なしで、当日来所した
人は誰でも参加できるの
で、広く地域との繋がりは
できている。

×

子育てサークル及び子育て
ボランティアの活動場所の
提供、活動内容の支援に努
める。

子育てサークルの立上げに関
する情報を提供していく。

民生委員・児童委員
活動支援

学校や幼児施設、学童など
を訪問し子どもに関する現
状を学ぶ

（民生委員・児童委員）
・学校、幼児施設訪問
（主任児童委員）
・幼児施設、学童訪問
・主任児童委員研修会
・高畠中学校養護教諭との
意見交換

ー 〇
現状を知ることで、資質向
上につながっている 〇

民生委員・児童委員や主任
児童委員と学校等とのつな
がりができている

ー

社会教育課
家庭教育支援推進事
業

保護者、家庭の教育力を向
上を図る

幼児共育広場の開催
子育て講座の開催 ー 〇

定期的に開催することで、
様々な立場の人に周知でき
ている

ー 〇
定期的に開催することで周
知するしくみができている

楽校、保育園との連携強化

教育総務課
課題を抱える子ども
の学校教育活動支援
事業

適応指導教室の設置
幼小中連携コーディネー
ター、主任教育支援員、教
育相談員、特別支援教育支
援員の配置

教育支援委員会４回開催
教育相談員情報交換会１２
回

〇 〇
情報を共有し幼小中の切れ
目のない支援を行っている ー ー

令和２年度からはスクール
ソーシャルワークコーディ
ネーターを配置し更なる支援
体制の充実を図っていく。

社会福祉協議会
学童保育所備品購入
助成事業

町内学童の備品購入助成
助成：5クラブ（586,000
円） ー ー ー 〇

児童の健全育成、事故防
止、コミュニティ力を高め
るための支援を行った。

②子ども・
子育てを支
える活動の
拡大

福祉こども課

①地域で子
どもを見守
り育てるし
くみづくり

福祉こども課

健康長寿課

社会福祉協議会

４．
未来を築
く子ども
が健やか
に育つた
めの環境
づくり

(１) 地域ぐるみ
の子育ての
推進

③さまざま
な課題を抱
える家庭の
支援
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

（子育て支援セン
ター）
育児講座

子育て中の親に向けて、育
児について学ぶ場を提供す
る。

月1回　参加人数274人 ー 〇

各講座とも好評で、育児に
ついて学んだり、リフレッ
シュできるような講座に
なっている。

〇
参加者への意識づけはでき
ているものの、町内の参加
が少ない。

〇
広報やおたより等で定期的
に開催するしくみはできて
いる。

町内の人へのPRの仕方を考
え、発信していく。

サード（学びと交流
の場）

ひとり親や支援を要する子
どもたちが、安定した環境
のもと継続的に学習でき、
基本的な生活習慣が習得で
きるよう、地域の大人が子
どもと交流し学習支援を行
う場をつくる。

開催回数:58回
参加児童の学年、人数：小
2年～中3年、:実31人、延
493人
支援員活動数:実45人、延
330人

〇 〇

3人に2人が40歳以下の支
援員。地域福祉活動に若者
などが参画し活躍する場と
なっており、新たな担い手
が育つ機会でもある。

〇

11月から会場を1か所増
設。徒歩以外の交通手段が
ない子どもも参加でき、居
場所機能も高まっている。

〇

地域の大人が、対象家庭の
子どもに無料で週1回学習
支援を行うしくみができ、
交流範囲の拡大につながっ
ている。

・交通手段のない家庭の子ど
もが利用できる体制づくり。
・食を通じた支援とのタイ
アップ。

民生委員・児童委員
活動支援

主任児童委員の訪問活動 支援を要する家庭の見守り ー ー ー 〇
家庭を訪問することで、そ
の家庭が孤立しないしくみ
ができている

地域福祉活動推進事
業補助

子ども同士や地域とのつな
がりをつくり、子どもたち
の生きる力を養う事業に対
する補助

子どもの未来応援事業実行
委員会主催の事業に補助 〇 ー ー △

単一なイベントで終わって
しまっているので、地域で
支えるしくみにつなげるこ
とが課題

企画財政課 男女共同参画の推進
性別に関係なく、意欲に応
じてあらゆる分野で活躍で
きる社会を構築する。

「ワーク・ライフ・バラン
ス」の周知や庁舎内におけ
る定時退庁の呼びかけを
行った。

ー ー ×
具体的な取組が実施されな
かった。 ×

具体的な取組が実施されな
かった。

「男女共同」に対する個人ご
との捉え方

社会福祉協議会
（再掲）
町民総ボランティア
運動の推進

２（１）② ー ー ー ー ー

②実践的な
福祉教育の
推進

【別途：福祉教育の
取組状況】 〇 ー ー ー

社会教育課 （実施なし） ー ー ー ー ニーズ調査が必要

社会福祉協議会 福祉教育実践校事業 福祉教育の活動状況調査

訪問：二井宿小、屋代翔、
亀岡小、糠野目小、高畠中
（高畠小、和田小は電話で
聞き取り）

ー 〇
福祉教育の活動状況の聞き
取り調査を行った。 ー ー

学校の教育課程において、福
祉に関する内容を取り扱って
もらえるように働きかける。

企画財政課
(再掲)男女共同参画
の推進

- - ー ー ー ー

健康長寿課
乳幼児ふれあい体験
授業

児童生徒と乳幼児・保護者
の交流を通していのちの大
切さを学ぶ

・高畠高校　1箇所 〇 ー ー ー

高畠病院 総合相談窓口の設置

①医療や福祉に関する制度
等の相談及び支援
②継続看護相談の実施
③地域開業医との連携
④退院後のコーディネー
ト、サポート

相談者数延べ315名 ー ー ー 〇

医療・保健・福祉等に関す
る様々な相談、支援等を実
施していくために、医療連
携相談室を設置し専門相談
員を配置している。また、
社会福祉士を増員すること
で体制の強化を図り、他職
種との連携相談に関わる支
援を充実させ、サービスの
向上に努めている。

町内に公的な福祉施設や資源
が少なく、他市町に患者が流
れてしまっている。（ヘル
パー事業所、訪問看護、小規
模多機能事業所等）

社会福祉協議会
こまりごと相談の拠
点の確保（老人福祉
センター）

ふれあい総合相談所、高畠
町ボランティアセンター、
生活困窮者東置賜地域自立
支援センターを設置し、こ
まりごと相談の拠点とした

ふれあい総合相談：44件
（事務局相談：113件）
自立支援相談：615件

ー ー 〇
こまりごと相談の拠点を確
保し、相談窓口の充実を
図った。

③家庭・学
校・地域に
おける福祉
教育の推進

①誰もが尊
重される意
識の醸成

福祉こども課

①相談窓口
の充実

やさしい心
を育む環境
の推進

(２)

(１)５．
必要な支
援を包括
的につな
ぎ、つな
げる体制
の充実

さまざまな
相談の充実
とネット
ワークの強
化
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

健康長寿課 総合相談事業

高齢者の心身や生活状況に
ついて相談を受け適切な機
関又は制度の利用につなげ
る

年間総合相談受付延件数
８５９件 〇 〇

相談しやすい体制づくりと
総合相談についての周知を
図っている。相談機能強化
に伴う専門職の配置を行っ
ている。

〇
関係機関と会議や研修会を
とおし、ネットワークの強
化を図っている。

〇

各関係機関との定例会議や
研修を実施し、個別ケース
の対応や高齢者の見守り
ネットワークを構築してい
る。

支援が必要な高齢者の早期発
見と適切な対応のための多職
種協働のネットワークの強
化。高齢者以外の分野を超え
た地域生活の課題に対応する
共生社会における相談体制の
構築。

福祉こども課
子ども家庭支援コー
ディネーター配置

ひとり親が相談しやすく、
役立ち情報を適時に提供で
きる体制づくり

相談員の配置数:1人
相談実績:来所87人、電話
13人、訪問32人、ケース
検討会参加1人

ー ー ー ー

特になし。
相談実績は前年度比2.3倍。ひ
とり親のワンストップサービ
ス機能を果たしている。

②相談の
ネットワー
クの強化 福祉こども課

障がい分野：自立支
援協議会相談支援会
議の開催

相談支援事業所等の参加に
て情報共有と課題確認

年12回 ー ー ー 〇
分野を超えたネットワークの
強化

社会福祉協議会
広報やHPを活用した
福祉サービスの情報
提供の充実

広報、HPを活用して周知
を図る。

広報：年4回発行
HP：随時更新 ー ー ー 〇

福祉サービスについての情
報提供の充実を図った。

高畠町福祉ガイドの
作成、活用

高畠町福祉ガイドを作成
し、各場面での活用及び
HPに掲載

実施済み ー ー ー 〇 実施できている。
広く周知ができるよう検討が
必要

（再掲）
広報たかはた・
高畠町HP掲載

１（１）① ー ー ー ー

社会教育課 地区敬老会 敬老事業の開催 ９月１６日一斉開催 ー ー × 参加者の固定化 ー 参加率の低下

社会福祉協議会
社協在宅福祉サービ
ス事業の推進とニー
ズ把握活動の強化

高畠ふれあいケアセンター
の運営

訪問介護事業契約数：介護
49件、予防11件
居宅介護支援事業契約数：
介護66件、予防23件
通所事業契約数：要支援者
14件、事業対象者5件

ー ー ー 〇
在宅福祉サービスの推進を
図った。

ニーズ把握活動を強化するな
どして、契約件数増加のため
に働きかける必要がある。

社会教育課 （実施なし） ー ー ー ー ニーズ調査が必要

社会福祉協議会
地域ケア会議への参
加

地域ケア会議への参加
訪問介護：3回、居宅介護
支援：6回、通所4回 ー ー ー 〇

所管課と連携し、参加を継
続している。

健康長寿課
在宅医療介護連携推
進事業

住み慣れたい地域で自分ら
しい暮らしを人生の最期ま
で続けられるよう在宅医療
と介護の一体的な支援を行
うための連携を推進する。

町在宅医療介護連携推進協
議会及び医師会委託事業
　相談員2名
　会議10回
　多職種研修8回
　その他の研修3回

ー 〇

多職種合同の研修や会議を
とおして、関係者の連携推
進の必要性の意識を高め
た。

〇

研修や会議をとおして関係
機関の顔のみえる関係づく
りと情報の共有を図り、支
援るためのツールについて
検討している。

〇

２４時間診療体制や情報
ツールの活用などについて
検討を継続しながら、医療
と介護の連携体制づくりを
展開している。

町民の在宅での医療と介護う
けながら、陣背の最後まで自
分らしい生活ができる仕組み
づくりについての普及啓発と
体制づくりが今後も必要

社会福祉協議会
各相談機関との情報
交換の場の検討

高畠町生活困窮者自立支援
会議の設置

2回開催（8/28、3/25） ー ー ー 〇
所管課と連携し、情報交換
の場を検討した。

障がい分野：障がい
者相談員の委嘱

身体障がい者相談員4名、
知的障がい者相談員1名を
委嘱し、町民の相談の窓口
としている。

実施済み ー ー ー 〇
相談員の定例会も実施し、
情報共有も図りながら役割
を担っている。

分野を超えたネットワークの
強化

要保護児童対策地域
協議会の枠組みを利
用した見守りネット
ワーク強化推進

児童虐待の防止や早期発見
できるしくみを地域につく
り、子どもの人権と最善の
利益が優先される子育てを
推進する。

要保護児童対策地域協議会
事業:代表者会議:1回、実務
者会議:4回 、事務局会8
回、個別ケース検討会31
回

〇 ー 〇

地域ネットワークが機能し
児童虐待の新規通告件数は
高水準で推移。内62.2％は
虐待認定しており、早期発
見につながっている。

〇
児童虐待や要支援家庭には
地域ぐるみで対応。改善が
図られている。

・要支援家庭を早期に発見す
る体制の充実。
・暴力によらない子育ての啓
発推進

福祉こども課

福祉こども課

③福祉サー
ビスに関す
る情報提供
の充実

④行政内の
包括的な支
援の推進

①保健、医
療、福祉、
介護、教育
等の連携強
化

②地域で支
え合うネッ
トワークの
充実

地域全体で
支え合う体
制の推進

(２)
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

健康長寿課
地域ケア会議推進事
業

地域ケア個別会議：自立支
援型と地域支援型で個別の
事例の支援を専門職からの
助言や地域関係者の連携で
検討する
地域ケア推進会議：個別会
議を重ね共通した地域の課
題について検討し、社会資
源の創出などの政策化を図
る

地域ケア個別会議：自立支
援型　16回、地域支援型2
回
地域ケア推進会議：2回/
年

〇 〇

事例検討をとおして、課題
を多職種で検討することに
より課題解決の手法につい
て学ぶことができた

〇

会議を通して、高齢者の自
立支援と重症化予防のため
の関係機関の役割や連携に
ついて共通して理解ができ
ている。

〇

高齢者の自立支援や重症化
防止の支援を行うために、
地域ケア会議の実施を定例
化し、ネットワークの構築
と地域課題の政策化の仕組
みが構築されてきている。

安心して在宅で生活が続けら
れるよう、町民のニーズの把
握、制度などの仕組みづくり
や連携の強化が必要。

社会福祉協議会
総合相談システム・
生活支援システム

各関係機関と連携した「総
合相談システム・生活支援
システム」のあり方の検討

各相談窓口・機能に関する
情報交換を行った。 ー ー ー 〇

相談窓口・役割に関する情
報収集を行った。

各相談機関との情報共有・連
携のしくみづくりに向けた働
きかけを行っていく。

①生活環境
のバリアフ
リー化、ユ
ニバーサル
デザインの
促進

福祉こども課
自立支援協議会：バ
リアフリー検討部会

社会生活において障がい者
の障壁になっている環境や
対応について協議し対策を
検討する。（ハード・ソフ
ト両面）

年3回開催
協議と相談事例を検討 ー ー ー 〇

相談事例を検討する仕組み
にて検討する体制を作って
いる。令和元年度は相談事
例は上げられていない。

環境面において関係部署との
協議を行って推進していくこ
とが必要である。

社会教育課
（再掲）まちづくり
出前講座

１（１）① ー ー ー ー ー
申込講座に偏りがある。メ
ニュー数の精査必要。

総務課 高畠町総合防災訓練

大雨・洪水警報が出され、
河川の氾濫も想定される。
被害を最小限に抑え、対策
を実施する。

消防・警察・安協、赤十
字・地元住民など多数の方
が訓練の参加。

〇 〇
消防団員と自主防災組織員
の実践訓練として、有効に
実施している。

〇
地区の多くの関係団体の協
力で実施しており、連携を
図り訓練を行っている。

〇

さまざまな地域の実情に応
じての訓練や行動が仕組み
づくりにつながるものと考
えている。

町総合防災訓練は６年に一度
の開催であることから、地区
ごとの工夫が必要。

生活環境課
交通安全・防犯活動
の推進

町民の交通安全・防犯の意
識の向上と安心安全に暮ら
せる地域づくりを目指す。

各季交通安全等の県民運動
期間中に各種啓発活動を実
施し、安全対策の推進に努
めた。

ー ◎

かもしかクラブ・小中学校
の交通安全教室等の開催に
より、交通ルールを遵守す
る意識の高揚を図ることが
出来た。

〇
幼児施設・学校・老人クラ
ブ等への働きかけを協力に
実施した。

〇

各関係機関と連携を密に
し、各季の活動を振り返り
ながら今後の安全活動の検
討を行った。

行政区から選出される各機関
役員の方が仕事をされている
現役世代が多くなり、負担感
が強くなっている。

災害ボランティアセ
ンターの設置・運営
訓練

災害ボランティアセンター
の設置・運営訓練の開催

10/24開催計画（台風19号
の影響により開催見送り） ー △

台風19号の影響により、
開催見送り。 △

台風19号の影響により、
開催見送り。 △

台風19号の影響により、
開催見送り。

訓練を継続して実施していく
必要がある。

災害ボランティアセ
ンター運営スタッフ
養成

災害ボランティアセンター
運営スタッフ養成講座の開
催

開催：1回（10/18、参加
者13名） ー △

座学のみ開催した。（台風
号の影響により訓練参加中
止）

△
座学のみ開催した。（台風
19号の影響により訓練参
加中止）

△
座学のみ開催した。（台風
19号の影響により訓練参
加中止）

訓練を継続して実施していく
必要がある。

有償ボランティア活
動のしくみづくり

有償ボランティア活動のそ
くみづくり

除排雪ボランティア打合せ
会開催時に、除排雪有償ボ
ランティア活動に関する意
見交換会を行った
（12/4）

ー ー 〇
除排雪要援護世帯とボラン
ティアとのつながりづくり
を検討した。

〇
除排雪有償ボランティアの
仕組みづくりを探求した。

生活支援にーーズに対して除
排雪ボラティアの供給バラン
スがマッチしていない。

赤十字フェスタ

日本赤十字社の活動の紹介
・炊き出し、救急車・通信
指令車の展示、赤十字活動
紹介パネル展示、防災カル
タ、募金

9月８日（日）開催
糠野目生涯学習館
アイラップを使った非常食
づくり体験（450名）
防災カルタ（20名）

〇 〇

2年目の開催だが、災害時
に役立つアイラップを使っ
た非常食づくりが浸透して
いる

ー ー
赤十字活動の趣旨と活動の周
知

高畠赤十字奉仕団活
動支援

赤十字フェスタ開催支援
炊き出し訓練への支援

炊き出し訓練時の資材、燃
料費、材料費などの支援 ー △

炊き出し訓練をきっかけに
した防災意識の啓発ができ
ていない

ー △

日赤奉仕団と連携しなが
ら、町の出前講座のメ
ニューとして新たしく設け
るなど、周知するしくみが
必要

赤十字活動の趣旨と活動の周
知を図り、炊き出し訓練を地
域に広める活動の展開

総務課 地域防災セミナー
自主防災組織を中核とした
防災体制づくりと活動の活
性化を図る。

防災情報と警戒レベルにつ
いてなど１２９名参加 〇 〇

年に一度の全体研修とし
て、有意義。しかし、継続
的な研修とリーダー育成が
必要。

〇
各地区や集落の研修で、さ
らなる人とのつながりをつ
くりだす必要がある。

〇
全体研修を基礎にするが、
地区ごとの課題等を洗い出
し、仕組み作りが必要。

地区ごとの連協をつくり、よ
り具体的な災害等に備える要
あり。

社会福祉協議会
除排雪ボランティア
活動支援

除排雪ボランティア活動打
合せ会

開催：12/4 ー 〇
除排雪ボランティア活動に
対する意見交換を通して、
人材の育成を図った。

〇
要援護世帯と地域住民やボ
ランティアとのつながりづ
くりを図った。

〇
定期的な見守りの中での除
排雪活動の推進を図った。

社会福祉協議会

②地域ぐる
みで防災・
防犯力を高
める

福祉こども課

③地域包括
ケア体制の
推進

③自主防災
組織の機能
と活動の強
化

安心して暮
らせる生活
環境の整備
推進

(１)６．
地域で誰
もが安心
して暮ら
せる快適
な環境づ
くり
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

総務課 地域防災セミナー
災害時避難行動要支援者の
避難支援の理解を含めるセ
ミナー開催。

地域支えあいマップの作成
と更新について129名 〇 〇 〇 〇

福祉こども課
避難行動要支援者名
簿の整備

災害時に自力で避難するこ
とが困難な高齢者や障がい
者などを登録し、災害時に
迅速な避難支援につなげる

民生委員・児童委員、区
長、社会福祉協議会、消防
署、南陽警察署に配付

ー ー △

災害時に区長や民生委員、
自主防災組織がどう連携し
対応するかが明確化されて
いない

△

名簿の配付に止まってお
り、災害時に区長や民生委
員、自主防災組織でどう対
応するかが明確化されてい
ない

総務課と連携した災害時の対
応方法の早急な検討が必要

（再掲）
有償ボランティア活
動のしくみづくり

６（１）② ー ー ー ー ー

社会福祉法人との協
働による公益的な活
動

社会福祉法人との協働によ
る公益的な活動の検討

他市町社協の取組等に関す
る情報収集を行った。 ー ー 〇

社会福祉法人としての責務
をふまえた連携と協働に関
する研究を行った。

〇
社会福祉法人としての責務
をふまえた連携と協働に関
する研究を行った。

社会福祉法人懇談会を開催予
定

②移動手段
の充実

企画財政課 （実績なし） - - ー ー ー ー

公共交通手段は、定時定路線
バスは廃止となり、町内はデ
マンド交通、町外へはタク
シーのみとなった。R2年度か
ら置賜管内でデマンド交通の
実証実験が行われるため、そ
の結果等情報共有しながら、
当町で導入可能か等検討しな
がら町外への公共交通につい
て検討していく。

生活困窮者自立相談
支援事業

山形県より東置賜地域生活
自立支援事業

相談対応件数：615件 ー ー ー 〇
山形県より事業を受託し、
生活困窮者の自立を支援し
た。

生活困窮者のための
就労体験事業

ひきこもりや就労困難者に
対する社会へ出るきっかけ
づくりとして実施

支援件数：16回（1人） ー ー ー 〇
就労困難者の社会性を育む
きっかけとしての仕組みを
継続した。

障がい分野：自立支
援協議会就労支援部
会の開催

障がい者の就労の推進を図
るため関係者での協議の場
の開催

年3回開催
協議と研修会の開催 ー ー 〇

農福連についての研修後、
取り組みにつながってい
る。

〇
農福連についての研修後、
取り組みにつながってい
る。

障がい者の雇用の拡大

ひとり親家庭生活応
援給付金・住まい応
援給付金事業

児童扶養手当受給者のう
ち、就職に有利な資格取得
目的で修業するひとり親に
県と合わせて給付金を支給
する。

生活応援給付金支給:1人 ー ー ー ー
・広報啓発による申請者の増
加

生活福祉資金貸付
広報誌およびHPで周知を
図った。

貸付件数：8件（4,947,000
円） ー ー ー 〇

県社協と連携し、低所得者
の自立に向けての貸付を
行った。

たすけあい資金貸付
事業

低所得者に無利子で貸し付
けを行った。

貸付件数：5件（70,000円
7） ー ー ー 〇

低所得者の自立に向けての
独自の貸付を行った。

緊急的食糧支援事業
善意銀行を活用した食料支
援の継続

支援件数：19件 ー ー ー 〇
経済的困窮世帯への緊急一
時的な食糧支援を行った。

生活環境課 （再掲）人権相談
男女差別・いじめ・プライ
バシー侵害等の相談

月2回（年24回） ー ー ー ー

福祉サービス利用援
助事業の利用推進

基幹的社協として事業を推
進した。

専門員1名配置、生活支援
員3名配置、利用契約者
数：6名、支援回数：167
回

ー ー ー 〇
暮らしに不安を感じる人の
福祉サービス利用をサポー
トした。

自立支援協議会への
参加

所管課と連携し、参加の継
続

就労支援部会・バリアフ
リー対策検討部会参加：2
回、代表者会議参加：2回

ー ー ー 〇
所管課と連携し、参加を継
続した。

権利を守る地域連携
見守りネットワーク
のあり方検討

置賜定住自立圏構想による
広域での成年後見制度への
取り組みに関する研修会へ
の参加、福祉サービス利用
援助事業の実施など

判断能力に不安のある方の
権利擁護ネットワークのあ
り方について思索した。

ー ー ー 〇
地域連携ネットワークづく
りの協働について研究をし
た。

研究を継続する。

社会福祉協議会

福祉こども課

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

④災害時の
要援護者支
援体制の強
化

(３)

①既存の
サービスで
は対応でき
ない課題に
対する支援

(１)

課題を抱え
る人の就労
や活躍の場
の支援

新たな課題
に対応した
福祉サービ
スの促進

①自立に向
けた就労の
支援

(２)

①権利擁護
体制の充実

②生活困窮
者支援

７．
一人ひと
り誰もが
尊重され
大切にさ
れる環境
づくり

権利擁護の
ための支援
の充実
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事業名 内　容 実　績
重点事
業

令和元年度実施状況

目標２：「つながり」をつ
くる

評　価

目標１：「人」を育てる

基本計画 施策 施策の方向 担　当 課　題
目標３：「しくみ」をつく

る

手をつなぐ育成会の
活動支援

手をつなぐ育成会の事務局
を担当

事業の企画・実施、会計処
理等を行い、会の運営に携
わった。

ー 〇

社協との共催事業により、
地域住民との交流を図り、
知的障がいへの理解を深め
る活動を行った。

ー 〇

会の事務局を担当し、事業
の企画・運営・連絡調整等
の運営全般をサポートし
た。

福祉こども課
障がい者差別解消の
条例化に向けた取り
組み

町条例化に向け関係団体と
の協議

実施済み ー ー ー 〇
計画通り実施条例化につな
がった。

周知啓発

健康長寿課
成年後見制度利用促
進事業

市町村申し立てに係る低所
得高齢者の申し立て費用や
成年後見人等の報酬の助成
等を行う

町申し立て件数　1件
申し立て支援　　1件 ー 〇

地域包括支援センターの専
門職の配置を行っている。 〇

地域のネットワークを活用
し、要支援者の把握と支援
を行っている。

△
関係機関や住民に対し制度
の理解周知を図る必要があ
る

出前講座を利用した制度の周
知を図っているが、実績がな
く、他の方法と併用して理解
促進が必要。

社会福祉協議会
法人後見への取組検
討

置賜定住自立構想による広
域での成年後見制度への取
り組みに関する研修会への
参加

2回（5/24、9/30） ー ー ー 〇
広域連携における社協の役
割として法人後見への取組
みを検討した。

研究を継続する。

生活環境課 （再掲）人権相談 １（３）① ー ー ー ー ー

社会福祉協議会
要保護児童対策地域
協議会への参加

高畠町要保護児童対策地域
協議会代表者会議への参加

1回（6/12） ー ー ー 〇
所管課と連携し、参加を継
続した。

健康長寿課
高齢者虐待防止研修
会

高齢者虐待防止に関する予
防と対応についての研修

民生委員、老人福祉相談
員、介護サービス事業所、
医療機関等関係機関、関係
者９２名参加

〇 ー ー ー

虐待防止ネットワー
ク会議への参加

高齢者虐待防止連絡会への
参加

1回（2/13） ー ー ー 〇
所管課と連携し、参加を継
続した。

（再掲）
小地域見守りネット
ワーク

１（３）② ー ー ー ー ー

健康長寿課
高齢者虐待防止連絡
協議会

関係機関での高齢者虐待防
止の取組状況についての情
報共有とネットワークの強
化を図る

民生委員、老人福祉相談
員、介護サービス事業所、
医療機関等関係機関、関係
者　５３名出席

ー ー ー ー

(２)

②成年後見
制度の利用
推進

虐待を地域
で防ぐネッ
トワークの
構築

①虐待を未
然に防ぐ人
権擁護活動
の展開

②虐待防止
の情報ネッ
トワーク体
制の充実 社会福祉協議会
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